
女性らしいコスモピンクの外観は、石目
調の磁器質タイルと相まって、ロトンダ
風に仕上げたエントランスにより、より
都会的な印象をアピールしています。 



存在感を醸し出すサインとしてのエンブレム。 
緑影とのマッチングがコントラストに映えます。 

待合室の外に屋根のかかったウッドテラス 
を配置いたしました。 

ゆとりのスロープ勾配で高齢者や車椅子への配慮がなされています。 

水平ラインを強調した存在感あるシルエットは、 
町並みに美しく溶け込んでいます。 



患者様に寛ぎと安心感をどのようにして 
提供できるかにこだわり、吹き抜けの勾配 
天井はカーブをしつらえました。 

受付カウンターは、ご高齢者でも筆記がしやすい配慮と、 
青銅色の意匠壁でさりげなく雰囲気を醸し出しています。 



中待合室も吹き抜けの空間とし、上部からの 
採光をもうけ、自然光が降り注ぎます。 

診察室は、どうしても患者様は緊張してしまいます。 
女性院長らしく華やかさの中にも安らぎを感じさせる 
空間に仕上げています。 

患者様とスタッフの動線分離。 

処置台の色はネープルイエロー色で温もりが表現されています。 

採血や各種検査の行える検査室。 


